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加工の設定 

配管の定尺・加工代の設定や配管・ダクトの加工番号などの設定は、[ホーム]タブ‐[設定]‐[一般]タブで行います。 

 

[配管・ダクト・電気共通‐重量]  

配管・継手・弁類の重量を設定します。  

ここで設定した内容は、加工集計、ユニット図の重量に反映されます。 

 
 

[配管加工‐定尺] 

管材ごとに定尺を設定します。  

 

 

 

 

  

1. 設定 
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[配管加工‐加工代]  

ねじ込み代、差込み代、フレア加工代、溶接代の設定を行います。 ここで設定した加工代は、拾い集計(実長)、加工集

計、ユニット図の管の実長に反映されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[配管加工‐バーリング]  

メイン管のサイズごとにバーリングの高さを設定します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作図した配管のバーリングの高さは、 

[プロパティ]で編集します。 

Memo 

[管材によらず厚みを一定とする]にチェックを入れる

とルーズフランジの折り返しの厚みを管材によらずす

べて配管用炭素鋼鋼管(白)の厚みとします。チェック

を外すと作図した管材の厚みとします。 

 

[管材ごとの設定]をクリックする

と、管材ごとに加工代の設定を変え

ることができます。 
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[配管加工‐長さの精度] 

加工集計、ユニット図の配管長さの桁数、丸め方法を設定します。 

 
 

[配管加工‐ユニット図] 

ユニット図に記入する文字、寸法線を設定します。  

 
 

[配管加工‐加工番号]  

ナンバリングした配管に表示する加工番号の記入内容を設定します。 
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[配管加工‐パッキン] 

パッキンに着色する色を設定します。 

また、[加工]タブ‐[定尺の編集]コマンドで「芯々で分割」を選択した時の基準を選択します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[配管加工‐加工 DB] 

加工 DB を管材・サイズごとに設定します。ユニット図に集計値が出力されます。 

溶接、フレア、グルービング、拡管、ネジ、ベンド、バーリングに対して設定することができます。 

 

 

 

 

 

  

Memo 

[配管]タブ‐[用途の設定]‐[コマンドの初期値]

タブで用途ごとにパッキンの設定ができます。 

フランジ作図時にここで指定した厚みのパッキ

ンが挿入されます。 

 
 

「パッキン中心」 

パッキンの中心までの長さを定尺として分割します。 

 

「フランジ面」 

パッキンを含まない長さを定尺として分割します。 
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[ダクト加工‐加工番号] 

ナンバリングしたダクトに表示する加工番号の記入内容を設定します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ダクト加工‐加工図] 

スパイラルダクトの加工図に記入する文字、寸法線を設定します。また、長さの精度も設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スパイラルダクトの加工図の長さの精度を設定します。 

桁数：「整数」「小数第一位」から選択します。 

丸め方法：「四捨五入」「切り上げ」「切り捨て」か

ら選択します。 
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フランジの設定 

定尺位置にフランジで管割するには[材料の設定]でフランジを設定します。 

[配管]タブ‐[材料の設定]をクリックし

ます。 

 

フランジを追加するサブセットを選択

します。 

 

[使用する継手、ダクト局部]の[追加]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

挿入するフランジを選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

→フランジが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

１ 

 

２ 

３ 

３ 

４ 

５ 

５ 

４ 
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使用するフランジの種類を指定します。 

フランジの行を選択し、[配置方法]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

[直進]に表示されたフランジをクリック

し、[使用する部材の設定]ダイアログか

らフランジの種類を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

７ 

６ 

 

６ 

クリック 

７ 

Memo 

継手名称の上で右クリックすると、コン

テキストメニューが開き、ここでも[配置

方法]を起動することができます。 
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2. 定尺の編集 

「機械室(ユニット図).reb」を開きます。 

 

定尺で割る 

指定した配管を定尺長さで管割します。 

 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[定尺の編集]を

クリックします。 

 

[定尺割り]を選択します。 

 

定尺割りの基準を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「指定した厚みでパッキンを入れる」

を選択すると指定したルートのフラン

ジにパッキンが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

配管を一本クリックします。 

 

[系統選択]をクリックします。 

→選択した冷温水(還)の系統がすべて選

択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

「実長で分割」 

配管の加工代を含めた長さを定尺で分割

します。 

「芯々で分割」 

配管と継手の交点までの長さを定尺で分

割します。 

Memo 

「用途の設定に基づいてパッキンを入れ

る」は[配管]タブ‐[用途の設定]の[コマン

ドの初期値]‐[パッキンの設定]で入力した

厚みを参照します。 

１ 

２ 

２ 

３ 

４ 

３ 

４ 

５ 

５ ６ 

６ 

１ 
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コンテキストメニューから[確定]をクリ

ックします。 

→定尺で分割されます。 

 

同様にヘッダーと繋がるルートも[定尺

割り]をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[加工]タブ‐[パッキン]でルート上のパッキンの追加、削除、厚みの変更ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７ 

７ 

８ 

８ 
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指定長さで割る 

指定した配管を[長さ]に入力した値で管割します。 

 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[定尺の編集]を

クリックします。 

 

[手動割り]を選択します。 

 

[長さ]を「300mm」と入力します。 

 

管割の基準を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「指定した厚みでパッキンを入れる」

を選択し、「3mm」と入力します。 

 

配管を選択します。 

→指定した長さで管割されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

[反対側を基準にする]にチェックを入

れると、配管の作図方向と反対側から

管割を行います。 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

３ 
２ 

１ 

４ 

５ 

３ 

４ 

５ 

６ 

６ 
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同様に他の配管も手動割りをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

７ 
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長さを変更する 

指定した配管の長さを変更できます。 

 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[定尺の編集]を

クリックします。 

 

[長さ変更]を選択します。 

 

配管を選択します。 

 

固定位置を選択します。 

 

変更長さ「5500」と入力します。 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[結合] 

[定尺割り]や[手動割り]をした配管を２本指定するとその間のルートをすべて結合します。 

 

 

 

 

[リセット] 

指定した配管の系統の定尺割りをすべて解除します。 

 

 

２ 

１ 

１ 

３ 

４ 

２ 

[選択した直管区間]にチェックを入れると指定した

配管の直管区間のみ定尺割りが解除されます。 

５ 

６ 

クリック 

３ 

４ 

５ 
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3. ユニット図の作成 

 

ユニット図のナンバリング 

ユニット図を作成するための系統名、系統番号を設定します。 

 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[ナンバリング]をク

リックします。 

 

「ユニット図」を選択します。 

 

「単体」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

系統名「CHR」、番号「1」と入力します。 

 

 

 

 

配管の端部に接続している継手で、ユニット

に含める継手にチェックを入れます。 

 

1 ユニットとなる配管や部材を選択します。 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリッ

クします。 

 

続けて残りの配管もユニットごとに選択

し、番号を設定します。 

→ユニットごとに番号が繰り上ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

「系統」を選択してナンバリングをする

とフランジ、ハウジング形管継手、BK ジ

ョイントなどの締め付け接合をする継

手、グロージョイント、鉄ソケット、サ

ドルの枝管でユニットを分割します。 

２ 

１ 

１ 

３ 

４ [内容が重複した場合に同じ番号を使う] 

にチェックを入れると、選択した系統内で 

管材、サイズ、長さ、継手の角度、前後の

部材が同じ配管には同じ番号をつけます。 

 

４ 

３ 

２ 

７ 

５ 

５ 

６ 

クリック クリック ６ ８ 
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⚫ 補足説明 

 [系統番号の一覧] 

ナンバリングでつけた系統名と番号を確認、編集できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[配管加工の番号記入] 

ナンバリングの番号は[ナンバリング]コマンドを終了すると非表示になります。 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[番号記入]のコマンドで図面に表記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[配管加工の情報削除] 

指定した配管の系統名と番号を削除します。[系統番号の一覧]でも削除できます。 
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ユニット図の出力 

ナンバリングした配管をユニット図や単品加工図としてレブロ図面で出力します。 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[ユニット図]を

クリックします。 

 

出力するテンプレートを選択します。 

 

出力する系統にチェックを入れます。 

 

ユニット図に記入する項目にチェック

を入れます。 

 

[OK]をクリックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが表示

されます。 

 

ファイル名を付けて[保存]をクリックし

ます。 

→レブロ図面が開き、ユニット図が表

示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

３ 

４ 

１ 

５ 

６ 

ユニット図(Ａ４）

(A4）(A4） 

単品加工図(３段) 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ [保温を引き継ぐ]にチェックを入れる

と、選択した系統の保温を表示します。 

６ 

[CSV 形式ファイルを保存する]にチェックを入れる

と単品図を作成する部材の一覧（系統名、系統番

号、前、後継手の名称、加工方法、口径、配管長さ

(芯 )々、配管長さ（実長）、管材略号、管材名称、

サイズ、個数）をCSV 形式で保存します。 
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ビューの方向を変更する 

出力したユニット図、単品加工図は平面ビューで表示されます。 

別の方向で表示する場合はビューの方向を変更します。 

 

方向を変更するビューのビュー名横の

[▼]をクリックします。 

 

[プロパティ]を選択します。 

 

[視点]を「正面」に設定します。 

 

 

ビューの方向が切り替わります。 

ビュー名横の[▼]より[フィット]をクリ

ックしてビュー内に要素が収まるよう

に調整します。 

寸法線の追加やサイズ記入の位置を調

整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

[オービット]を使用するとビューの視点方

向を任意の角度で設定できます。 

 
 

左ドラッグでハンドルを中心に旋回しま

す。 

 

中心のハンドル 

１ １ 

２ 

３ 

４ 

３ 

２ 

４ 
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ユニット図のテンプレート編集 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[ユニット図]を

クリックします。 

 

[新規作成]をクリックします。 

 

テンプレート名を入力し、編集の基と

する既存のテンプレートを選択しま

す。 

 

[OK]をクリックします。 

 

[編集]をクリックします。 

 

テンプレートの編集画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

３ 

３ 

４ 

４ 

６ 

５ 

６ 

５ 



 

 

－19－ 

 

ビューの視点方向や表示内容を変更す

ることができます。文字はペーパーモ

ードに切り替えて記入します。 

 

上書き保存をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先頭に「***」をつけた文字列をテンプレートに作図すると、[ユニット図]の

ダイアログの[項目名]に表示されます。 

[項目名]は[内容]を入力するとユニット図や単品加工図に記入されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビューの視点は、ビュー名横の[▼]- 

[プロパティ]で変更します。 
７ 

Memo 

罫線を編集する場合、罫線のレイヤーは

非検索の状態のため、要素選択ができま

せん。Alt キーを長押しして要素選択をす

るか、[レイヤー一覧]で「図枠」レイヤ

ーを検索に変更してください。 

８ 

７ 
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4. 加工集計表の作成 

「機械室(加工集計).reb」を開きます。 

 

加工集計のナンバリング 

加工集計を作成するための系統名、系統番号を設定します。 

 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[ナンバリング]

をクリックします。 

 

「加工集計」を選択します。 

 

「系統」を選択します。 

 

系統名「CHR」、番号「1」と入力しま

す。 

 

[内容が重複した場合に同じ番号を使う]

にチェックを入れます。 

 

番号を設定する配管を選択します。 

 

コンテキストメニューの[確定]をクリッ

クしてコマンドを終了します。 

 

同様にヘッダーと繋がるルートもナン

バリングします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

１ 

１ 

２ 

３ 

２ 

３ 
４ 

７ 

８ 

６ 

６ 

５ ４ 

５ 
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加工集計表を作成する 

 

⚫ 補足説明 

Microsoft Excel がインストールされていない場合は専用のビューアが起動します。専用ビューアからは印刷、PDF

ファイルの保存ができます。 

 

 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[加工集計]をク

リックします。 

 

出力するテンプレートを選択します。 

 

出力する系統にチェックを入れます。 

 

[OK]をクリックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが表示

されます。 

 

ファイル名を付けて[保存]をクリックし

ます。 

→Microsoft Excel が起動し、加工集計

表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレート１ 

 

テンプレート 2 

 

１ 

１ 

２ 

３ ２ 

３ 

４ 

４ 

５ 

５ 
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加工集計のテンプレート編集 

[加工]タブ‐[配管加工]‐[加工集計]を選

択します。 

 

[新規作成]をクリックします。 

 

テンプレート名を入力し、編集の基とす

る既存のテンプレートを選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

[編集]をクリックします。 

 

テンプレートの編集画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートを[設定]に切り替えると

編集できる内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

７ 

４ 

５ 

６ 
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 [集計時の入力] 

[入力項目名]に入力した文字列の先頭に「**」をつけた文字列をワークシート[加工集計表]に記入すると、[加工集計]の

ダイアログで[項目名]として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[継手マークのオフセット値] 

テンプレート２の継手の表示位置を調整できます。 

 

 

 

 

 

[Rebro で定義された項目名] 

キーワードをワークシート[加工集計表]に記入すると加工集計表の内容を追加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上書き保存をします。  ８ 
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5. 角ダクト単品図の作成 

「ダクト単品図.reb」を開きます。 

 

定尺長さの設定 

ダクトの定尺長さは[材料の設定]で設定します。 

[ダクト]タブ‐[材料の設定]をクリック

します。 

 

定尺長さを変更するサブセットを選択

します。 

 

[定尺長さ]をクリックします。 

 

定尺長さを入力します。 

 

[OK]をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

[板厚]をクリックすると、サイズごとに

板厚の設定をすることができます。 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

４ 

５ 



 

 

－25－ 

 

ダクト単品図のナンバリング 

ダクト単品図を作成するための系統名、系統番号を設定します。 

 

[加工]タブ‐[角ダクト加工]-[ナンバリ

ング]をクリックします。 

 

「系統」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統名「SA」、番号「１」と入力しま

す。 

 

番号を設定するダクトをクリックしま

す。 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリ

ックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

[対象要素]は範囲、系統で選択した時に

ナンバリングをする対象の設定ができ

ます。 

 

 

１ 

１ 

２ 

「単体」 

ダクトを1 つずつ指定してナンバリングします。 

「範囲」 

１系統内のダクトを２つ指定し、その間をナンバリングします。 

「系統」 

１系統のダクトをまとめてナンバリングします。 

２ 

[内容が重複した場合に同じ番号を使う]にチェッ

クを入れると、選択した系統内で材料、形状、継

手が同じダクトには同じ番号をつけます。 

 

３ 

３ 

４ 

４ 

５ 



 

 

－26－ 

 

⚫ 補足説明 

[系統番号の一覧] 

ナンバリングでつけた系統名と番号を確認、編集できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[角ダクト加工の番号記入] 

ナンバリングの番号は[ナンバリング]コマンドを終了すると非表示になります。 

[加工]タブ‐[番号記入]のコマンドで図面に表記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[角ダクト加工の情報削除] 

指定したダクトの系統名と番号を削除します。[系統番号の一覧]でも削除できます。 

 

 
 

 



 

 

－27－ 

 

ダクト単品図の出力 

ナンバリングしたダクトをダクト単品図としてレブロ図面で出力します。 

 

[加工]タブ‐[角ダクト加工]‐[単品図]を

クリックします。 

 

出力するテンプレートを選択します。 

 

出力する系統にチェックを入れ、系統

番号の範囲を選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが表示

されます。 

 

ファイル名を付けて[保存]をクリックし

ます。 

→レブロ図面が開き、ダクト単品図が

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[CSV 形式ファイルを保存する]にチェックを入れる

と単品図を作成する部材の一覧（系統名、系統番

号、個数、階、部材名称、ダクトサイズ）をCSV 形

式で保存します。 

 

１ 

１ 
２ 

３ 

３ 

２ 

４ 

４ 

５ 

５ 



 

 

－28－ 

 

ダクト単品図のテンプレート編集 

[加工]タブ‐[角ダクト加工]‐[単品図]を

クリックします。 

 

[新規作成]をクリックします。 

 

テンプレート名を入力し、編集の基とす

る既存のテンプレートを選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

[編集]をクリックします。 

 

テンプレートの編集画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 
２ 

３ 

３ 

４ 

４ 

６ 

５ 

５ 

６ 



 

 

－29－ 

 

ビューの視点方向や表示内容を変更する

ことができます。文字はペーパーモード

に切り替えて記入します。 

 

上書き保存をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

７ 

先頭に「***」をつけた文字列をテンプレートに作図すると、[単品図の作成]ダイア

ログの[項目名]に表示されます。 

[項目名]は[内容]を入力すると単品図に記入されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

ビューの視点は、ビュー名横の[▼]- 

[プロパティ]で変更します。 



 

 

－30－ 

 

6. スパイラルダクト加工図の作成 

 

定尺長さの設定 

スパイラルダクトの定尺長さは[材料の設定]で設定します。 

[ダクト]タブ‐[材料の設定]をクリック

します。 

 

定尺長さを変更するサブセットを選択

します。 

 

[定尺長さ]をクリックします。 

 

定尺長さを入力します。 

 

[OK]をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

[板厚]をクリックすると、サイズごとに

板厚の設定をすることができます。 

 

 

 

１ １ 

２ 

３ 

２ 

３ 
４ 

４ 

５ 

５ 



 

 

－31－ 

 

定尺で割る 

指定したスパイラルダクトを定尺長さで管割します。 

 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐

[定尺の編集]をクリックします。 

 

[定尺割り]を選択します。 

 

定尺割りの基準を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパイラルダクトルートを一本クリッ

クします。 

 

 

[系統選択]をクリックします。 

→1 系統がすべて選択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリ

ックします。 

→定尺で分割されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

「実長で分割」 

スパイラルダクトの直管を定尺長さで分割

します。 

「芯々で分割」 

スパイラルダクトとスパイラルダクト継手

の交点までの長さを定尺で分割します。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

１ 

6

+ 

２ 

５ 

6

+ 

３ 

４ 

Memo 

[設定]-[一般]タブ-[ダクト]-[作図規則]の

[定尺で分割する]にチェックが入っている

と、作図時に定尺長さで分割します。 

定尺割りする方向を変更する場合、[定尺割

り]で[反対側を基準にする]にチェックを入

れ、変更するルートをすべて選択します。

 



 

 

－32－ 

 

指定長さで割る 

指定したスパイラルダクトを[長さ]に入力した値で管割します。 

 

 

長さを変更する 

指定したスパイラルダクトの長さを変更できます。 

 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐

[定尺の編集]をクリックします。 

 

[長さ変更]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐

[定尺の編集]をクリックします。 

 

[手動割り]を選択します。 

 

[長さ]を「300mm」と入力します。 

 

管割の基準を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパイラルダクトルートを１本選択し

ます。 

→指定した長さで管割されます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

[反対側を基準にする]にチェックを入

れると、ルートの作図方向と反対側か

ら管割を行います。 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

３ ２ 

１ 

４ 

５ 

３ 

４ 

５ 

２ 

１ 
１ 

２ 



 

 

－33－ 

 

スパイラルダクトを選択します。 

 

固定位置を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更長さ「4000」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[結合] 

[定尺割り]や[手動割り]をしたスパイラルダクトを２本指定するとその間のルートをすべて結合します。 

 

 

 

 

[リセット] 

指定したスパイラルダクトの系統の定尺割りをすべて解除します。 

 

 

 

  

３ 

４ 

５ 

６ 

５ 

[選択した直管区間]にチェックを入れると指定したスパイ

ラルダクトの直管区間のみ定尺割りが解除されます。 

４ 

クリック 

３ 



 

 

－34－ 

 

スパイラルダクト加工図のナンバリング 

スパイラルダクト加工図を作成するための系統名、系統番号を設定します。 

 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐

[ナンバリング]をクリックします。 

 

「系統」を選択します。 

 

 

系統名「OA」、番号「１」と入力しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパイラルダクトを選択します 

→スパイラルダクト１本ごとに番号が繰

り上ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリ

ックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

４ 

１ 

「単体」 

スパイラルダクトを1 つずつ指定してナンバリングします。 

「範囲」 

１系統内のスパイラルダクトを２つ指定し、その間をナンバリングします。 

「系統」 

１系統のスパイラルダクトをまとめてナンバリングします。 

２ 

３ 

５ 

Memo 

「単体」を選択した場合、スパイラルダ

クトの端部に接続している継手で、ユニ

ットに含める方の継手にチェックを入れ

ます。 

 

 

 

 

 



 

 

－35－ 

 

⚫ 補足説明 

[系統番号の一覧] 

ナンバリングでつけた系統名と番号を確認、編集できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[スパイラルダクト加工の番号記入] 

ナンバリングの番号は[ナンバリング]コマンドを終了すると非表示になります。 

[加工]タブ‐[番号記入]のコマンドで図面に表記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[スパイラルダクト加工の情報削除] 

指定したスパイラルダクトの系統名と番号を削除します。 

[系統番号の一覧]でも削除できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

－36－ 

 

スパイラルダクト加工図の出力 

ナンバリングしたスパイラルダクトをスパイラルダクト加工図として出力します。 

レブロ図面で出力 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐

[加工図]をクリックします。 

 

テンプレートの種類「レブロ図面」を

選択します。 

 

出力するテンプレートを選択します。 

 

出力する系統にチェックを入れ、系統

番号の範囲を選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

ファイル名を付けて[保存]をクリックし

ます。 

→レブロ図面が開き、スパイラルダク

ト加工図が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[CSV 形式ファイルを保存する]にチェックを入れる

と単品図を作成する部材の一覧(系統名、系統番号、

個数、階、部材名称、ダクトサイズ)をCSV 形式で

保存します。 

 

２ 

３ 

6 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

４ 

５ 

５ 

6 



 

 

－37－ 

 

Excel 帳票で加工集計出力 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐

[加工図]をクリックします。 

 

テンプレートの種類「Excel 帳票」を選

択します。 

 

出力するテンプレートを選択します。 

 

出力する系統にチェックを入れ、系統

番号の範囲を選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

ファイル名を付けて[保存]をクリックし

ます。 

→Microsoft Excel が起動し、加工集計

表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6 

6 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

４ 

５ 

２ 

３ 

５ 



 

 

－38－ 

 

スパイラルダクト加工図のテンプレート編集 

レブロ図面 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐[加

工図]をクリックします。 

 

テンプレートで「レブロ図面」を選択し

ます。 

 

[新規作成]をクリックします。 

 

テンプレート名を入力し、編集の基とす

る既存のテンプレートを選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

[編集]をクリックします。 

 

テンプレートの編集画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 
２ 

３ 

３ 

４ 

４ 

６ 

５ ５ 

６ 

７ 

７ 



 

 

－39－ 

 

ビューの視点方向や表示内容を変更する

ことができます。文字はペーパーモード

に切り替えて記入します。 

 

上書き保存をします。 

 

 

 

 

 

  

ビューの視点は、ビュー名横の[▼]- 

[プロパティ]で変更します。 

8 

先頭に「***」をつけた文字列をテンプレートに作図すると、[加工図

の作成]のダイアログの[項目名]に表示されます。 

[項目名]は[内容]を入力すると単品図に記入されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

8 



 

 

－40－ 

 

Excel 帳票 

[加工]タブ‐[スパイラルダクト加工]‐[加

工図]をクリックします。 

 

テンプレートで「Excel 帳票」を選択し

ます。 

 

[新規作成]をクリックします。 

 

テンプレート名を入力し、編集の基とす

る既存のテンプレートを選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

[編集]をクリックします。 

 

Microsoft Excel が起動し、テンプレート

の編集画面が表示されます。 

 

 

 

 

ワークシートを[設定]に切り替えると編

集できる内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

２ 

３ 

４ 

６ 

５ 

７ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

8 

8 



 

 

－41－ 

 

[集計時の入力] 

[入力項目名]に入力した文字列の先頭に「**」をつけた文字列をワークシート[加工集計表]に記入すると、[加工図の作

成]ダイアログで[項目名]として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Rebro で定義された項目名] 

キーワードをワークシート[加工集計表]に記入すると加工集計表の内容を追加できます。 

 

上書き保存をします。 

 

 

 

 

 

9 


